
 

さいたま都市計画地区計画の変更 

決 定 告 示 年 月 日

平成２３年１１月１１日

名   称 岩槻駅東口地区地区計画 

位   置 さいたま市岩槻区本町１丁目及び本町３丁目の各一部 

面   積 約 ３．０ ha 

地区計画の目標 

 本地区は、東武野田線岩槻駅の東口に位置する商業業務地である。

駅東口は、市街地再開発事業が完了しており、また、駅西口は土地

区画整理事業により、道路・公園等の公共施設及び宅地の整備が行

われている。 

 駅周辺は、商業業務地区として、今後より一層の土地の有効利用

と都市機能の充実が望まれる地域である。このため、健全な商業業

務地としての誘導及び商業業務の利便性の向上を図り、良好な都市

環境の形成保持と駅東口の再開発ビルと駅舎の一体化をめざし、駅

周辺の活性化を図ることを目標とする。 

〈土地利用の方針〉 

商業業務施設の集積を図り、賑わいのある魅力的な商業、業務地

の育成に努める。 

〈地区施設の整備の方針〉 

駅利用者の利便性の向上と駅周辺の歩行環境の強化を図るため、

駅舎の橋上化に伴って東西駅前広場を結ぶ自由通路（歩行者専用通

路）を整備する。 

区域の整備、開発及

び保全に関する方針 

〈建築物等の整備の方針〉 

① 健全な商業業務地として良好な都市環境を創出するため建築物

等の用途の制限、建築物の敷地面積の最低限度、壁面の位置の制

限及び垣又はさくの構造の制限を定め、環境悪化の防止と街並み

の景観、防災性の向上を図る。 

② 駅周辺の交通対策に資するため駐車場の確保を行う。 

 

さいたま都市計画岩槻駅東口地区地区計画を次のように変更する。



 

 
理 由  東武野田線岩槻駅の駅舎改修に伴い変更するものである。 

地区

施設

の配

置及

び規

模 

その他の

公共空地 
歩行者専用通路   幅員 約９ｍ  延長 約４５ｍ 

建築物等

の用途の

制限 

次の各号に掲げる建築物は、建築してはならない。 

① 原動機を使用する工場で作業場の床面積の合計が５０平方メート

ルを超えるもの 

② 倉庫業を営む倉庫 

③ ３階以下の部分を住宅、共同住宅の用途に供する建築物（ただし、

これらの用途の階段、玄関及びホール部分は除く。） 

④ 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律第２条第６項

各号に規定する営業を営む施設 

建築物の敷

地面積の最

低限度 

２００㎡ 

ただし、公衆便所、巡査派出所、公共用歩廊その他これらに類する

公益上必要な建築物についてはこの限りでない。 

壁 面の位

置の制限 

建築物の外壁若しくはこれに代わる柱の面、又は、門若しくはへい

は、地区整備計画図に示す壁面の位置の制限ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅを越

えて建築してはならない。 
ただし、次のいずれかに該当する建築物についてはこの限りでない。 
① 公衆便所、巡査派出所その他これらに類する建築物で公益上必要

なもの 

② 駐車場の車路の擁壁、排気塔及び地下と地上を結ぶ階段の手摺等

公益上、防災上必要なもの 

③ ペデストリアンデッキその他これらに類する建築物で公益上必要

なもので、通行上支障がないもの 

④ 広場及びプロムナードの利用上必要なもの 
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項 垣又はさく

の構造の制

限 

 

 

 道路（交通広場も含む）に面する部分には、垣又はさくは設置して

はならない。ただし、鉄道、バス等の保安上必要なものはこの限りで

ない。 

 

 


